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入間市市民活動
センター条例など
24議案を審議!!

第4回定例会

平
成
15
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月

２
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
17
日
間
開

催
さ
れ
、
提
出
議
案
24
件
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
市
長
提
出
に
よ
る
人

事
案
件
４
件
、
条
例
４
件
、
一
般
議
案
６

件
、
平
成
15
年
度
補
正
予
算
10
件
で
あ

り
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
平
成
14
年
度
決
算
認
定
10
件
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定

と
決
し
ま
し
た
。

2003.12Topics

全部・一部改正条例

新規条例
条 例

入間市市民会館の設置及び管理条例の一部を改正する条例議案第114号 全員一致で原案可決

入間市学童保育室設置及び管理条例の一部を改正する条例議案第115号 全員一致で原案可決

「元気な入間」のまちづくりを推進するため、市民の営利を目的としない自主的な社会貢献活動
を支援するとともに、その活動の健全な発展を促進する拠点施設として、市民活動センターを設置
するもの。そのために必要となる事項を定める条例である。なお、同センターは男女共同参画推進
センターとの複合施設として、保健センター跡に設置される。

議案第112号

入間市市民活動センター条例議案第112号 全員一致で原案可決

入間市男女共同参画推進センター条例議案第113号 全員一致で原案可決

男女共同参画社会の形成を推進する拠点施設として、男女共同参画によるまちづくりに係わる活
動を支援するとともに、市民参画を実践する場を提供するため、男女共同参画推進センターを設置
するもの。そのために必要となる事項を定める条例である。

議案第113号

滝澤一郎入間市大字小谷田303番地1
全員一致で同意

固定資産評価審査委員会委員

三木 久江入間市大字西三ツ木91番地
全員一致で同意

人権擁護委員候補者

人
事
案
件

齊藤俊明入間市豊岡四丁目3番10号
全員一致で同意

教育委員会委員

粕谷義一入間市大字小谷田316番地
全員一致で同意



3

西
東
京
市

合
併
時
に
お
け
る
議
会
運
営

西
東
京
市

は
、
平
成
13
年
１
月
21
日
、
田
無
市
と
保

谷
市
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
人
口
18
万
２

千
人
、
面
積
15
・
85
‡
の
市
で
あ
る
。
法

定
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
合
併

調
印
ま
で
の
10
カ
月
の
う
ち
19
回
行
わ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
短
期
間
に
協
議
が
進
め

ら
れ
た
。
し
か
し
、
田
無
市
、
保
谷
市
の

合
併
問
題
は
、
古
く
は
明
治
23
年
か
ら
記

録
が
あ
り
、
政
治
、
行
政
の
両
面
に
わ
た

る
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。
隣
接
す

る
両
市
で
あ
る
が
、
議
会
運
営
に
大
き
な

違
い
が
あ
り
、
入
間
市
と
し
て
も
早
期
か

ら
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

ま
た
、
市
民
意
向
調
査
を
18
歳
以
上
を
対

象
に
実
施
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
若
者
の

意
見
を
聞
け
る
点
で
参
考
と
な
っ
た
。
新

市
建
設
計
画
の
早
期
実
現
に
向
け
て
全
力

を
注
い
で
い
た
。

静
岡
市

合
併
時
に
お
け
る
議
会
運
営

静
岡
市
は
、

平
成
15
年
４
月
に
清
水
市
と
合
併
、
人
口

70
万
３
千
人
、
面
積
１
千
373
‡
、
全
国
第

１
位
の
市
域
を
有
す
る
広
域
都
市
で
あ
る
。

両
市
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
外
か
ら
見
る

１１月５日
東京都西東京市

１１月６日
静岡県静岡市
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熊谷市（JR熊谷駅前）にて

契約金額 2億6,250万円

請負業者 大成温調・不破
特定建設工事共同企業体

入間市市民会館改修工事
（機械設備工事）
請負契約の締結について

請負契約の
締結について
請負契約の
締結について

と
静
岡
市
へ
の
吸
収
合
併
と
い
う
見
方
も

あ
る
が
、
対
等
合
併
で
新
市
の
発
足
と
な

っ
た
。
合
意
し
た
こ
と
は
１
市
１
制
度
で

あ
る
が
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
１
市
２

制
度
の
活
用
と
な
っ
た
。議
会
事
務
局
は
、

各
旧
市
に
別
れ
運
営
を
し
て
い
る
。
暫
定

的
と
は
い
え
移
動
時
間
が
40
分
か
か
る
の

に
は
不
便
を
感
じ
た
。
平
成
17
年
４
月
の

政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
を
め
ざ
し
て
い

る
。熊

谷
市

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定
等
の

現
状

熊
谷
市
で
は
平
成
12
年
11
月
に
施

行
さ
れ
た
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
、
今
年

開
催
さ
れ
る
国
民
体
育
大
会
及
び
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
に
な

る
こ
と
か
ら
、
熊
谷
駅
及
び
籠
原
駅
を
中

心
（
重
点
整
備
地
区
）
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
県
内
で
初
め
て
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
を
策
定
し
、
国
、
県
、
鉄

道
・
バ
ス
事
業
者
な
ど
と
と
も
に
同
構
想

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、
道
路
の
段
差
解
消
が
あ

る
。
今
回
の
視
察
目
的
は
、
歩
車
道
境
界

の
段
差
は
車
い
す
利
用
者
に
は
大
き
な
障

害
で
も
、
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
は
歩
車

道
の
違
い
を
認
識
す
る
大
事
な
凸
凹
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
解
消
事
例
を
調
査
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

基
本
構
想
策
定
等
の
説
明
後
、
熊
谷
駅

前
の
現
地
に
て
、
歩
車
道
段
差
の
解
消
を

調
査
し
た
。
交
差
点
の
歩
車
道
境
に
高
さ

２
⁄
の
縁
石
ブ
ロ
ッ
ク
の
間
に
段
差
ゼ
ロ

の
溝
を
三
箇
所
に
作
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
試
作
に
は
、
双
方
の
障

害
者
の
意
見
を
聞
い
て
編
み
出
し
た
手
法

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
用
意
さ
れ
た
車
い

す
で
縁
石
ブ
ロ
ッ
ク
を
通
っ
て
み
て
、
こ

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
意
義
を
体
感
し
た
。

今
後
、
入
間
市
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
考
え
る
上
で
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

他
に
、
鍵
山
浄
水
場
の
高
度
浄
水
処
理

実
験
プ
ラ
ン
ト
及
び
入
間
市
駅
北
口
土
地

区
画
整
理
事
業
の
馬
頭
坂
橋
の
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

１１月１１日
埼玉県熊谷市

建設水道
常任委員会

静岡市にて
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平成14年度
歳入歳出決算を認定
一般会計、特別会計8件、
水道事業会計の計10件

平
成
15
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
平
成
14
年
度
入
間
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
ほ
か
９

件
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
９

月
11
日
か
ら
10
月
28
日
に
か
け
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
平

成
15
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
報
告

さ
れ
、す
べ
て
認
定
と
決
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
等
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

平成14年度決算については、市長から次のとおり概要報告がなされて
いる。
平成14年度の各会計の予算執行については、一般会計及び特別会計は、

事業進捗上やむを得ない理由で一部の事業は繰越措置をしたが、予定した事業は概ね執行でき、黒字で
決算を終了することができた。また、水道事業会計についても黒字で決算を終了した。
平成14年度の一般会計歳入歳出決算は、前年度決算額と比較して、歳入で1,660万8,927円、率で

0.04％、歳出で3億2,230万6,311円、率で0.9％それぞれ増額となった。また、歳入歳出差引額は8億
4,557万3,350円となり、翌年度への繰越額4,557万8千円を除く実質収支額は7億9,999万5,350円であ
る。予算現額と決算額を比較すると、歳入は100.1％の執行率、歳出では97.8％の執行率である。

決　算

一般会計　歳入370億0,217万8,523円
歳出361億5,660万5,173円

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
）

一
般
会
計

討
　
　
論

小
泉
内
閣
は
倒
産
や
失
業
の
激
増
に
よ

る
国
民
所
得
及
び
、
消
費
の
い
っ
そ
う
の

落
ち
込
み
と
い
う
失
政
の
し
わ
寄
せ
を
地

方
自
治
体
に
も
押
し
つ
け
て
い
る
。
地
方

自
治
体
は
国
の
悪
政
か
ら
市
民
生
活
を
守

る
こ
と
を
最
重
点
に
す
べ
き
だ
が
、
入
間

市
に
は
そ
の
姿
勢
が
な
く
、
開
発
優
先
と

な
っ
て
い
る
。
以
下
が
反
対
の
理
由
。

地
価
が
下
が
り
続
け
る
一
方
、
固
定
資

産
税
は
上
り
続
け
る
現
状
は
市
民
の
重
税

感
を
拡
大
し
て
い
る
。
税
率
引
き
下
げ
な

ど
入
間
市
と
し
て
の
対
応
が
必
要
。

入
間
市
で
は
市
長
交
際
費
か
ら
「
課
長

会
歓
送
迎
会
」「
部
長
会
忘
年
会
」
な
ど

庁
内
の
任
意
団
体
に
支
出
し
て
い
る
。
身

内
の
会
合
へ
の
支
出
は
交
際
費
で
は
な
く

市
長
個
人
の
お
金
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
。

就
学
援
助
制
度
は
経
済
的
に
困
難
な
家

庭
に
援
助
す
る
も
の
。
当
市
は
「
贅
沢
な

く
ら
し
を
し
て
い
る
人
が
多
い
」
と
の
認

識
で
独
自
基
準
（
月
額
６
万
２
千
円
を
超

え
る
家
賃
な
ど
）
五
項
目
を
設
け
て
、
14

年
度
は
192
名
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
か
ら

外
し
て
し
ま
っ
た
。直
ち
に
撤
廃
す
べ
き
。

平
成
14
年
度
決
算
額
は
、
単
年
度
収
支

で
は
赤
字
で
あ
る
が
、
実
質
収
支
比
率
は

3.0
％
で
あ
る
。
歳
入
に
つ
い
て
は
市
税
で

市
民
税
個
人
・
法
人
分
の
減
額
の
中
で
、

地
方
特
例
交
付
金
及
び
減
税
補
て
ん
債
等

で
財
源
の
確
保
が
図
ら
れ
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
３
ヵ
年
継
続
事
業
で
完
成
さ
せ
た
の

を
は
じ
め
、
藤
沢
中
学
校
体
育
館
改
築
な

ど
教
育
施
設
等
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に

藤
沢
中
央
通
り
線
の
開
通
、
久
保
稲
荷
線

及
び
狭
山
ヶ
原
中
央
通
り
線
の
用
地
取
得

な
ど
都
市
基
盤
整
備
へ
の
取
り
組
み
が
な

さ
れ
、
更
に
加
治
丘
陵
の
公
有
地
化
、
消

防
第
１
分
団
第
３
部
の
消
防
車
庫
新
築
移

転
な
ど
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
下
水
道
事
業

や
各
区
画
整
理
事
業
へ
の
繰
り
出
し
も
建

設
事
業
費
関
係
で
あ
り
、
投
資
的
経
費
に

つ
い
て
も
積
極
的
な
事
業
推
進
が
図
ら
れ

て
い
る
。

決
算
分
析
指
標
の
中
で
経
常
収
支
比
率
、

公
債
費
比
率
の
多
少
上
昇
は
あ
る
が
、
財

政
力
指
数
改
善
の
指
標
も
あ
り
、
概
ね
健

全
な
財
政
運
営
で
あ
り
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

決
算
認
定
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
不
納

欠
損
額
が
前
年
度
に
比
べ
53
・
12
％
増
加

し
て
い
る
。市
税
が
７
千
972
万
４
千
149
円
、

賛
成
討
論
（
保
守
系
ク
ラ
ブ
）

反
対
討
論
（
そ
ら
ま
め
）
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市税負担額�
市民1人あたり　13万6,402円�
1世帯あたり　　37万4,557円�

14年度 歳入�
総額370億217万9千円�

市民1人あたり　24万2,221円�
1世帯あたり　　66万5,133円 �

14年度 歳出�
総額361億5,660万5千円�

平成15年3月31日現在　人口149,271人　世帯数54,360世帯�

一般会計歳入歳出決算�自主財源248億8,780万円（67.3％）・依存財源121億1,437万9千円（32.7％）�

平成12年 平成13年 平成14年 

（億円）0　 

5

10

15

20

25

30

35

40

200

市税 その他 市債 国庫支出金 地方交付税 繰入金 県支出金 諸収入 繰越金 地方譲与税 

9億1,028万5千円�
2.46%

3億6,843万9千円�
1.00%

11億5,127万1千円�
3.11%

12億8,179万6千円�
3.46%

13億7,307万2千円�
3.71%

26億3,919万2千円�
7.13%

22億9,845万5千円�
6.21%

34億5,903万5千円�
9.35%

31億5,970万円�
8.54%

203億6,093万4千円�
55.03%

�

（億円）0　 

20

40

60

90

70

80

10

30

50

民生費 土木費 衛生費 教育費 総務費 公債費 その他 

27億3,809万4千円�
7.58%

39億1,632万円�
10.83%

45億9,520万9千円�
12.71%

50億1,302万3千円�
13.86%

52億538万7千円�
14.40%

65億141万1千円�
17.98%

81億8,716万1千円�
22.64%

その他の内訳 
　分担金及び負担金、使用料及び手数料、 
　財産収入、寄附金、利子割交付金、 
　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、 
　自動車取得税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、 
　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金 

その他の内訳 
　議会費、労働費、農林水産業費、 
　商工費、消防費、諸支出金 
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諸
収
入
539
万
４
千
210
円
、
分
担
金
及
び
負

担
金
344
万
９
千
806
円
と
な
っ
て
お
り
、
件

数
で
は
854
件
で
前
年
度
よ
り
42
・
49
％
の

増
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
次

年
度
予
算
編
成
は
生
存
権
に
立
脚
し
た
教

育
・
福
祉
の
充
実
と
そ
れ
ら
を
推
進
す
る

た
め
の
労
働
権
の
保
障
に
留
意
し
各
事
業

を
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

反
対
項
目
は
い
く
つ
か
あ
る
が
教
育
関

係
で
は
就
学
援
助
の
見
直
し
で
あ
る
。
申

請
認
定
却
下
の
過
去
の
推
移
が
示
さ
れ
て

お
り
、
不
況
リ
ス
ト
ラ
等
を
考
慮
し
児
童

生
徒
の
心
に
深
い
影
を
落
と
す
こ
と
が
な

い
よ
う
に
平
成
16
年
度
は
す
べ
き
だ
。
ま

た
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
も
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
重
要
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
住
民
に
と
っ
て
こ
の
ネ
ッ
ト
が
目

ざ
す
社
会
と
は
何
か
、
地
方
自
治
の
観
点

で
捉
え
返
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
離
脱

は
合
法
で
日
弁
連
の
検
討
経
過
を
参
考
に

す
る
と
良
い
。

平
成
14
年
度
入
間
市
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
で
前
年
度
対
比
0
・
04
％
、
歳

出
総
額
で
0.9
％
の
増
額
と
な
り
実
質
収
支

比
率
は
3.0
％
で
適
正
な
水
準
で
あ
っ
た
。

歳
入
で
は
、
市
民
税
の
個
人
分
及
び
法

人
分
は
景
気
の
低
迷
等
で
減
額
と
な
る
。

固
定
資
産
税
は
前
年
度
対
比
1.1
％
の
増
額
、

市
税
総
額
は
前
年
度
対
比
1.7
％
の
減
額
。

歳
出
の
消
費
的
経
費
で
は
、
民
生
費
の

生
活
保
護
費
、
児
童
手
当
費
関
連
の
扶
助

費
は
大
幅
な
増
額
と
な
り
、
投
資
的
経
費

で
は
、
継
続
事
業
で
あ
る
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
、
瑞
穂
斎
場
改
築
建
設
費

負
担
金
、
市
道
幹
線
・
一
般
市
道
等
の
改

修
事
業
、
各
区
画
整
理
事
業
、
学
校
等
の

教
育
施
設
の
整
備
等
、
積
極
的
な
姿
勢
が

う
か
が
え
る
。
決
算
分
析
指
標
で
示
す
財

政
力
指
数
は
、
上
昇
で
財
政
基
盤
の
安
定

性
は
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
特
例
地
方

債
等
に
よ
り
市
債
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
。

市
債
へ
の
依
存
を
軽
減
し
財
政
の
健
全
化

に
努
め
、
究
極
の
目
的
で
あ
る
市
民
福
祉

の
向
上
に
、
な
お
一
層
努
力
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
、
地
方
財
政

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
当
市

に
お
い
て
も
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
の

決
算
額
は
前
年
度
比
較
で
減
額
に
な
っ
た

の
を
は
じ
め
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

原
資
と
な
る
国
税
法
定
５
税
の
落
ち
込
み

に
よ
り
大
幅
な
減
額
と
な
り
、
主
要
な
依

存
財
源
の
減
額
は
国
の
財
政
状
況
を
反
映

し
た
形
と
な
っ
た
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

元
気
な
入
間
都
市
宣
言
の
趣
旨
で
あ
る
市

民
が
主
役
と
な
っ
た
元
気
な
入
間
ま
ち
づ

く
り
条
例
検
討
会
議
を
は
じ
め
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
総
合
的
施
策
と
し
て
、
市

民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
の
向
上
に
寄

与
す
る
施
設
と
な
る
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
な
ど
継
続
事
業
、
新
規
事
業

を
含
め
、
市
民
福
祉
向
上
へ
の
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
財
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
の

視
点
で
事
務
執
行
に
努
力
す
る
と
共
に
公

平
感
の
あ
る
市
民
負
担
の
確
保
、
ぬ
く
も

り
を
感
ず
る
行
政
運
営
に
更
な
る
配
慮
を

求
め
、
決
算
認
定
に
対
す
る
賛
成
討
論
と

す
る
。

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
、
市
税
が
1.7

％
の
減
と
な
る
な
か
、
当
初
予
算
で
掲
げ

た
７
つ
の
重
点
施
策
を
遂
行
し
た
う
え
で
、

結
果
、
実
質
収
支
額
約
８
億
円
の
黒
字
決

算
で
終
了
し
て
い
る
。

決
算
分
析
指
標
か
ら
健
全
財
政
の
努
力

が
う
か
が
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
財
政
の
硬

直
性
を
示
す
公
債
費
比
率
は
12
・
６
％
、

財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

84
・
５
％
で
あ
る
。
投
資
的
経
費
は
前
年

度
対
比
７
・
84
％
の
増
加
で
あ
り
、
工
夫

の
あ
と
が
見
ら
れ
る
。

個
別
施
策
と
し
て
は
、
藤
沢
中
央
通
り

線
の
開
通
お
よ
び
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

完
成
が
注
目
さ
れ
る
。
加
治
丘
陵
の
公
有

地
化
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
評
価
さ
れ
る
。

し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
が
４
億
３
千

500
万
円
も
減
少
し
た
こ
と
は
、
財
源
不
足

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
の
財
源
確
保
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
い
っ
そ
う
の
歳
出
の
効

率
性
を
図
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
の
討

論
と
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

反
対
の
理
由
は
、
国
保
税
滞
納
世
帯
に

対
し
、
保
険
証
を
交
付
す
る
こ
と
な
く
「

資
格
証
明
書
」を
590
件
も
発
行
し
た
こ
と
。

資
格
証
明
書
で
医
者
に
か
か
っ
た
と
き

医
療
費
は
全
額
窓
口
で
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
申
請
を
す
れ
ば
保
険
負
担
分

の
７
割
が
戻
っ
て
く
る
と
は
い
え
、
当
面

の
お
金
が
な
け
れ
ば
医
療
機
関
に
か
か
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
経
済
的
な
理
由
に
よ

る
滞
納
者
に
対
し
て
は
保
険
証
の
取
り
上

げ
、「
資
格
証
明
書
」
の
発
行
は
行
う
べ

き
で
は
な
い
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
く
ら
し
や
福
祉

教
育
分
野
の
予
算
が
次
々
削
減
さ
れ
る
な

か
、「
早
期
完
成
地
区
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
市
費
を
48
億
円
投
入
す
る
計
画
で
進

め
ら
れ
て
き
た
。
確
証
も
な
い
将
来
の
投

資
効
果
を
理
由
に
、
莫
大
な
赤
字
を
伴
う

賛
成
討
論
（
入
間
自
民
党
）

賛
成
討
論
（
公
明
党
）

賛
成
討
論
（
み
ら
い
21
）

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
）

特
別
会
計

討
　
　
論
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開
発
行
為
を
続
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

厳
し
い
市
民
生
活
の
な
か
、
今
す
べ
き

こ
と
は
く
ら
し
や
福
祉
へ
の
市
費
投
入
だ
。

以
上
の
理
由
で
反
対
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

国
保
会
計
は
、
医
療
費
の
増
加
と
厳
し

い
経
済
状
況
に
よ
る
税
収
不
足
に
よ
り
大

幅
な
繰
入
金
を
一
般
会
計
か
ら
補
て
ん
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
が
、
収
納

率
向
上
対
策
と
し
て
資
格
証
明
書
の
発
行
、

納
税
相
談
員
や
徴
収
員
と
連
携
し
て
収
納

努
力
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
。

今
後
も
国
保
財
政
の
健
全
化
を
図
る
意
味

で
医
療
費
の
動
向
等
を
慎
重
に
把
握
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
よ
う
願
い
賛

成
討
論
と
す
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

こ
の
事
業
は
、
平
成
５
年
に
事
業
認
可

後
、
工
業
専
用
地
域
内
に
85
社
の
企
業
が

活
動
し
、
低
層
住
宅
地
域
内
に
は
130
戸
の

住
宅
も
建
ち
、
新
市
街
地
が
形
成
さ
れ
順

調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
や
工

場
等
の
建
設
で
多
く
の
雇
用
等
創
出
に
貢

献
さ
れ
地
域
経
済
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら

し
、
更
に
新
た
な
固
定
資
産
税
等
の
財
源

確
保
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
る
。
今
後
保

留
地
の
売
却
、事
業
費
削
減
に
努
力
さ
れ
、

早
期
完
成
を
期
待
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

滞
納
者
か
ら
保
険
証
を
取
り
あ
げ
資
格

証
明
書
を
交
付
し
て
い
る
こ
と
に
反
対
す

る
。昨

今
の
医
療
改
革
で
は
、
保
険
者
機
能

の
強
化
と
い
う
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

っ
て
い
る
。
被
保
険
者
は
医
療
機
関
か
ら

医
療
行
為
を
通
し
請
求
さ
れ
る
ま
ま
に
支

払
っ
て
い
て
は
ダ
メ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
よ

う
に
支
払
い
を
拒
む
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
と
い
う
経
済
界
の
指
摘
の
声
を
聞
く

こ
と
が
あ
る
。
時
流
の
「
官
か
ら
民
へ
」

の
論
理
の
影
響
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

保
険
者
機
能
の
強
化
と
は
、
被
保
険
者
が

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
万
一

病
気
に
な
っ
た
と
き
に
は
安
心
し
て
医
療

機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
て
お
金
も
あ

ま
り
か
か
ら
な
い
こ
と
、
そ
う
い
う
仕
組

み
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

諸
事
情
に
よ
る
滞
納
と
は
い
え
、
こ
れ

ま
で
市
が
行
っ
て
き
た
納
税
相
談
・
徴
収

体
制
で
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
不
思
議
で

な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
を
強
化
す
る
行
政
努

力
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

国
保
税
収
納
対
策
と
し
て
の
資
格
証
明

書
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

市
で
は
、
き
め
細
か
な

納
税
相
談
を
行
い
、
対
象

を
「
払
え
る
の
に
払
わ
な

い
者
」
に
限
定
す
る
努
力

を
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
資
格
証

明
書
の
発
行
は
是
認
で
き

る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
）

狭
山
台
土
地
区
画
整
理

地
内
で
は
、
85
の
事
業
所

が
操
業
し
、
130
戸
の
住
宅

が
建
設
さ
れ
、
新
市
街
地

と
し
て
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
街

路
築
造
、
雨
水
管
整
備
が

遅
れ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
14
年
度
、
街
路

築
造
工
事
お
よ
び
雨
水
工

事
を
重
点
的
に
行
っ
た
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
も
、
早
期
の
整
備
が

望
ま
れ
る
。

２
千
人
近
く
の
雇
用
が

発
生
し
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
だ
け
で
も
年

間
２
億
４
千
万
円
の
増
収

が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
一
定
の
市
費

繰
り
入
れ
は
合
理
性
を
欠

く
も
の
で
は
な
い
。

賛
成
討
論
（
入
間
自
民
党
）

反
対
討
論
（
そ
ら
ま
め
）

賛
成
討
論
（
み
ら
い
21
）

平成14年度　特別会計決算一覧表 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計 

入間市駅北口土地区画整理事業特別会計 

扇 台 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計  

狭 山 台 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計  

89億1,533万3千円�

74億8,908万9千円�

33億1,543万4千円�

36億9,933万9千円�

10億8,932万4千円�

3億5,431万4千円�

5億3,712万8千円�

7億4,640万3千円�

歳　　入 

87億2,326万9千円�

74億8,864万5千円�

32億6,111万3千円�

33億9,002万2千円�

9億1,538万3千円�

2億5,849万9千円�

3億6,110万1千円�

7億2,246万2千円�

歳　　出 

1億9,206万4千円�

44万4千円�

5,432万1千円�

1億8,856万9千円�

1億205万9千円�

5,990万1千円�

1億7,067万5千円�

1,138万4千円�

実質収支額 
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市
街
化
調
整
区
域
の
下
水
道
事

業
総
費
用
予
算
と
し
て
、
管
渠
築
造
費
が

約
180
億
円
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

市
費
の
繰
入
金
が
約
124
億
円
に
も
の
ぼ
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
下
水
道
の
よ
う
に

長
い
管
路
が
不
要
な
た
め
人
口
密
度
の
低

い
地
域
で
は
下
水
道
よ
り
コ
ス
ト
が
低
く

な
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
下
水
道
よ
り

合
併
処
理
浄
化
槽
の
方
が
社
会
的
コ
ス
ト

に
お
い
て
経
済
的
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
地
区
は
、
地
域
住
民
の
合
意

を
踏
ま
え
て
下
水
道
計
画
を
変
更
し
、
全

体
の
事
業
費
を
少
し
で
も
削
減
し
て
は
。

平
成
19
年
度
か
ら
調
整
区
域
の

下
水
道
整
備
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
に
、下
水
道
計
画
区
域
に
つ
い
て
、

下
水
道
へ
の
接
続
希
望
な
ど
諸
般
の
事
情

を
考
慮
し
て
区
域
ご
と
に
下
水
道
に
よ
る

の
か
、
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
の
か
、

考
え
て
い
き
た
い
。

入
間
市
で
は
、
就
学
援
助
（
準

要
保
護
者
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
と
し
て
、
一
定
の
資
産
を
持
っ
て
い

る
場
合
、
６
万
２
千
円
を
超
え
る
借
家
に

住
ん
で
い
る
場
合
、
私
立
小
・
中
学
校
に

通
学
す
る
子
が
い
る
場
合
の
３
つ
を
定
め

た
。し

か
し
、
該
当
す
る
場
合
で
も
、
裁
量

に
よ
り
再
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
他
の
市
町
村
で
は
転
売
資
産
の
有

無
の
み
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

運
用
の
明
確
・
他
市
町
村
住
民
と
の
公

平
の
観
点
か
ら
、
資
産
基
準
は
転
売
可
能

性
の
要
件
に
し
、
か
つ
、
借
家
基
準
と
私

立
小
・
中
学
校
通
学
基
準
は
廃
止
を
。

質
問
で
挙
げ
ら
れ
た

こ
と
を
含
め
て
、
見
直
す
予
定
で
あ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
で
の
下
水
道
計
画

Question 2

野
口
哲
次
議
員

質
問

学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
は
、

生
涯
学
習
と
し
て
の
環
境
教
育
の
基
礎
と

な
る
も
の
。
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
て
、
体
系
的
に
学
習
す
る
教
材
と
し
て

「
環
境
教
育
副
読
本
」
が
、
使
わ
れ
る
と

し
た
ら
と
て
も
重
要
な
教
材
で
あ
る
。
そ

し
て
環
境
学
習
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間

が
、人
間
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

理
解
と
認
識
を
深
め
環
境
に
配
慮
し
た
行

動
が
と
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
考
え
る
。

環
境
教
育
副
読
本
は
、
社
会
科
、
理
科
、

生
活
科
と
い
く
つ
か
の
教
科
で
使
用
さ
れ
、

そ
の
た
め
に
広
範
囲
と
な
り
、
環
境
教
育

の
視
点
が
う
す
れ
る
の
で
は
。
環
境
教
育

副
読
本
の
目
的
は
。

身
近
な
環
境
問
題
に
気
づ
き
、

実
践
的
な
態
度
、行
動
を
持
た
せ
る
こ
と
。

作
成
・
編
集
は
、
環
境
教
育
特

別
委
員
会
が
あ
る
。
学
校
の
先
生
方
に
よ

り
、
年
４
回
（
１
回
の
会
議
は
、
約
２
時

間
）
の
間
に
作
ら
れ
る
。
学
校
関
係
者
だ

け
で
な
く
、
入
間
の
自
然
を
知
り
、
環
境

問
題
に
も
精
通
し
て
い
る
方
の
参
加
は
。

現
在
、
改
定
の
骨
子
が
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
学
校
の
先
生
方
に
よ
り
作

っ
て
い
く
。大

人
に
も
子
ど
も
に
も
利
用
し

や
す
い
図
書
館
に
向
け
、
学
校
や
仕
事
が

終
っ
て
か
ら
で
も
立
ち
寄
れ
る
時
間
ま
で
、

夏
の
３
カ
月
だ
け
の
延
長
で
な
く
年
間
を

通
し
で
き
な
い
か
。本

館
の
み
で
行
っ
て

い
た
、
夏
季
・
水
曜
日
の
閉
館
時
間
延
長

を
通
年
で
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
検

討
す
る
。

一
般
質
問�
Q uestion

nswerA
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
質
問
者

12
名
に
よ
り
12
月
10
・
11
・
12
日
の

3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
・
答
弁
内
容
は
、
質
問
者
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間
の
延
長
に
つ
い
て

Question 1

宮
岡
幸
江
議
員

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

生
涯
学
習
部
長

市
長

質
問

教
育
総
務
部
長
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９
月
の
「
市
町
村
合
併
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
、

多
く
は
「
合
併
の
是
非
は
分
か
ら
な
い
」

だ
っ
た
。「
入
間
市
・
狭
山
市
の
合
併
を

視
野
に
入
れ
て
検
討
し
」
と
い
う
玉
虫
色

の
設
問
に
「
理
解
で
き
る
」
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
「
合
併
賛
成
」
と
断
定
し
て
協

議
会
設
置
へ
動
く
の
は
早
す
ぎ
る
。

「
分
か
ら
な
い
」
が
多
く
て
当

然
。
そ
の
な
か
で
37
％
が
合
併
を
支
持
し

た
。
分
か
ら
な
い
人
へ
の
説
明
は
こ
れ
か

ら
に
な
る
。
枠
組
み
も
、
入
間
市
と
狭
山

市
の
合
併
が
理
想
と
市
民
が
判
断
し
た
。

「
合
併
、
先
に
あ
り
き
」
で
協

議
会
設
置
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、
広
範
な

市
民
の
な
か
で
議
論
を
つ
く
し
、
結
論
は

住
民
投
票
で
出
す
べ
き
だ
。

い
つ
で
も
す
べ
て
の
人
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
。
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
状
況
を
市
民
に
知
ら
せ

る
な
か
で
理
解
を
得
て
い
く
。
住
民
投
票

を
お
こ
な
う
考
え
は
な
い
。

犬
を
「
家
族
の
一
員
」
と
し
て

飼
う
人
が
増
え
る
な
か
、
引
き
綱
を
つ
け

ず
自
由
に
遊
ば
せ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
普
及

し
て
い
る
。設
置
へ
行
政
の
支
援
が
必
要
。

設
置
は
必
要
。
適
地
が
な
く
、

ど
こ
に
つ
く
る
か
が
問
題
。
提
起
さ
れ
た

こ
と
で
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

桜
山
展
望
台
の
景
色
案
内
板
が

実
際
と
合
わ
な
く
な
り
、
来
訪
者
か
ら
「

分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。

特
に
南
側
は
ア
リ
ッ

ト
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
西
武
ド
ー
ム

な
ど
が
で
き
て
実
際
と
合
わ
な
い
の
は
事

実
。
作
り
か
え
る
方
向
で
検
討
す
る
。

合
併
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
桜
山
展
望
台

Question 3

金
子
健
一
議
員

質
問

市
長

質
問

環
境
経
済
部
長

市
長

質
問

市
長

質
問

全
国
的
に
急
増
し
て
い
る
犯
罪

状
況
は
、
ひ
っ
た
く
り
、
路
上
強
盗
、
一

部
の
外
国
人
犯
罪
、
少
年
少
女
を
巻
き
込

ん
だ
犯
罪
の
他
、
未
だ
凶
悪
犯
罪
の
低
年

齢
化
が
後
を
絶
た
な
い
。
防
犯
対
策
の
強

化
を
。
①
地
域
及
び
②
教
育
現
場
の
犯
罪

状
況
と
防
犯
は
。③
今
後
の
防
犯
対
策
は
。

①
市
内
で
３
千
286
件
、
特

に
各
駅
周
辺
と
新
興
住
宅
地
に
多
く
、
地

域
防
犯
推
進
委
員
等
で
防
止
策
を
実
施
。

②
不
審
者
が
児
童
生

徒
に
い
か
が
わ
し
い
行
為
等
14
件
が
発
生

し
た
。
宮
寺
地
区
で
連
れ
去
り
未
遂
事
件

等
も
発
生
し
、
今
後
は
各
学
校
に
防
犯
ブ

ザ
ー
を
配
付
し
生
徒
に
貸
与
す
る
。

③
平
成
16
年
度
よ
り
警
備
員
が

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
住
民
に
よ
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
育
成
と
支
援
、
声
か
け
運

動
等
を
実
施
し
住
民
同
士
の
連
携
を
図
る
。

地
域
経
済
の
好
転
策
に
内
外
装

工
事
、
部
屋
の
模
様
替
え
、
給
排
水
等
の

住
宅
修
繕
工
事
を
支
援
す
る
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
導
入
を
。
①
県
内
で
実
施

の
自
治
体
数
と
制
度
内
容
は
。
②
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
助
成
制
度
導
入
の
考
え
は
。

①
県
内
で
は
12
市
８

町
。
工
事
費
の
５
％
で
10
万
円
を
限
度
と

し
、施
工
業
者
は
市
内
業
者
に
限
定
す
る
。

②
市
民
の
要
望
に
応
え
、
地
域

産
業
の
振
興
と
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
３

年
間
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
助
成
を
図
る
。

違
法
屋
外
広
告
物
撤
去
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
区
長
会
等
か
ら
撤
去
活
動
参

加
に
強
い
要
望
が
あ
り
、早
急
の
対
応
を
。

違
反
広
告
物
除
却
協
力
委
員
を

任
命
で
き
る
よ
う
に
早
急
に
対
応
し
た
い
。

防
犯
･
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
決
定

Question 4

近
藤
常
雄
議
員

質
問

市
長

教
育
総
務
部
長

市
長

質
問

市
民
部
長

環
境
経
済
部
長

質
問

市
長
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仏
子
駅
と
元
加
治
駅
を
体
の
不

自
由
な
方
、
高
齢
者
の
方
々
の
た
め
に
、

仏
子
駅
に
は
車
椅
子
対
応
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
、
元
加
治
駅
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

財
政
上
の
問
題
か
ら
考
え
る
と

設
置
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
検
討
は
し

て
い
く
。
し
か
し
、
設
置
の
時
期
は
要
望

書
も
頂
い
て
い
る
が
相
当
先
に
な
る
。

元
加
治
駅
を
有
人
駅
に
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

埼
玉
県
を
通
じ
て
鉄
道
会
社
に

要
望
は
し
て
い
る
。
今
後
も
要
望
は
続
け

て
い
く
。
過
去
の
事
例
か
ら
み
て
、
事
件

は
２
件
確
認
し
て
い
る
が
大
事
故
は
無

い
。
警
察
も
犯
罪
防
止
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
な
っ
て
乗
客
の
安
全
に
努
め
て
い
る
。

小
・
中
学
生
に
反
射
シ
ー
ル
を

配
付
し
て
、
下
校
の
際
の
交
通
安
全
に
努

め
る
べ
き
。
特
に
部
活
動
を
終
え
た
中
学

生
は
日
没
の
早
い
時
期
は
、
真
っ
暗
の
状

況
で
帰
宅
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

夜
間
の
交
通
安
全
の
た
め
に
も
反
射
シ
ー

ル
を
配
付
し
、
着
用
を
指
導
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

各
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、
交
通
事
故
防
止
の
充
実
の
努
力

を
行
な
っ
て
い
る
。
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
に
は
交
通
安
全
教
室
を
行
な
っ
て
い
る
。

中
学
生
に
は
、
す
べ
て
の
生
徒
に
交
通
安

全
教
室
を
行
な
っ
て
い
る
。
通
学
用
バ
ッ

ク
の
自
由
化
と
と
も
に
、
反
射
シ
ー
ル
の

着
用
の
徹
底
は
難
し
い
。
し
か
し
、
児
童

生
徒
の
安
全
を
守
る
た
め
に
反
射
シ
ー
ル

着
用
に
は
保
護
者
に
も
充
分
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

仏
子
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
を

Question 5

神
谷
達
議
員

質
問

市
長

質
問

教
育
総
務
部
長

市
長

質
問

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
係
る

教
育
は
当
事
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
努
力

に
よ
っ
て
、
希
望
す
る
な
ら
居
住
地
の
通

常
学
級
で
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
（一）
小
・
中
学
校
の
在
籍
状
況

は
ど
う
か
（二）
教
員
・
介
助
員
の
配
置
は
充

分
か
（三）
プ
ー
ル
の
利
用
・
遠
足
・
修
学
旅

行
等
学
校
行
事
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
？

障
害
に
つ
い
て
は
医

師
の
診
断
の
あ
る
者
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
小
学
校
24
名
、
中
学
校
４
名
で
、

診
断
は
な
い
が
そ
の
傾
向
に
あ
る
の
は
約

90
名
。

教
員
の
配
置
は
基
準
ど
お
り

だ
が
介
助
員
に
つ
い
て
は
国
・
県
か
ら
の

配
置
は
な
い
。
市
と
し
て
検
討
し
十
分
と

は
い
え
な
い
点
は
要
請
し
た
い
。
プ
ー
ル

や
学
校
行
事
等
は
保
護
者
と
相
談
し
協
力

を
得
て
お
り
、
宿
泊
を
要
す
る
も
の
に
介

助
員
の
派
遣
は
し
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

す
で
に
予
算
措
置
さ
れ
て
い
る

成
年
後
見
制
度
市
町
村
長
申
立
の
活
性
化

を
図
る
べ
く
、
要
綱
を
策
定
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
後
見
人
等
報
酬
助
成
に
つ
い
て

も
実
施
要
綱
を
定
め
て
痴
呆
症
高
齢
者
・

知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
な
ど
の
権
利

擁
護
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
？

早
急
に
要
綱
の
制
定
に
入
る
。

豊
岡
・
扇
町
屋
地
区
は
区
画
整

理
事
業
・
再
開
発
で
中
心
市
街
地
を
形
成

し
実
現
に
向
か
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
良

好
な
居
住
空
間
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
が

出
て
い
る
。
特
に
違
法
駐
車
の
実
態
は
目

に
あ
ま
る
も
の
が
あ
り
日
常
的
に
繰
り
返

さ
れ
て
い
て
危
険
で
あ
る
が
認
識
は
。

確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

プ
ー
ル
・
修
学
旅
行
が
叶
う
よ
う
に
！

Question 6

山
下
修
子
議
員

質
問

教
育
長

質
問

教
育
総
務
部
長

市
長

質
問

市
長
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イ
ラ
ク
は
泥
沼
化
が
深
ま
っ
て

い
る
。
復
興
の
た
め
に
、
国
際
社
会
の
道

理
に
立
っ
た
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
戦
争

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続
け
る
と
し
た
「
入

間
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
し
た
市
長
と
し

て
世
界
平
和
を
ど
う
実
現
し
よ
う
と
考
え

る
の
か
、憲
法
９
条
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

平
和
と
戦
争
だ
け
で
な
く
暴
力

・
差
別
な
ど
を
含
め
た
宣
言
に
し
た
。
各

事
業
を
実
施
し
平
和
の
尊
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
る
。
憲
法
は
当
時
の
諸
外

国
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
幅
広

い
視
点
か
ら
議
論
す
べ
き
だ
。
９
条
を
あ

い
ま
い
な
解
釈
に
し
て
お
く
べ
き
で
な
い
。

自
衛
隊
イ
ラ
ク
へ
の
派
兵
に
反

対
と
慎
重
に
す
べ
き
が
国
民
の
８
、
９
割

だ
。
自
衛
隊
基
地
を
抱
え
、
入
間
市
民
の

中
か
ら
戦
死
者
と
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
よ
る

被
爆
者
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
「
自

衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
」に
反
対
す
べ
き
で
は
。

や
む
を
え
な
い
措
置
だ
。
現
状

は
大
変
危
険
で
あ
り
、
絶
対
安
全
を
配
慮

し
た
派
遣
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

入
間
基
地
内
の
施
設
が
横
田
飛

行
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
実
態
を
把

握
し
、
報
告
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
と
め
て
報
告
し
た
い
。

自
衛
隊
の
基
地
外
の
訓
練
を
ど

こ
ま
で
認
め
る
の
か
。

武
器
を
携
帯
す
る
等
の
市
民
に

不
安
を
与
え
る
も
の
は
自
粛
を
要
請
す
る
。

入
間
市
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の

沈
下
し
た
路
盤
を
改
良
す
べ
き
だ
。

西
武
鉄
道
が
全
て
負
担
し
平
成

16
年
３
月
末
ま
で
に
改
修
す
る
。

派
兵
反
対
で
戦
争
を
す
る
国
に
す
る
な

Question 7

石
田
芳
夫
議
員

質
問

質
問

市
長

質
問

市
長

市
長

質
問

質
問

市
長

入
間
市
が
災
害
発
生
時
の
避
難

場
所
と
し
て
指
定
し
て
い
る
公
民
館
、
小

さ
い
子
ど
も
た
ち
が
多
く
集
ま
る
保
育
所

な
ど
、
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
調
査
を
急

ぐ
必
要
が
あ
る
。
実
施
状
況
と
対
応
は
。

可
能
な
限
り
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
大
変
な

費
用
を
要
す
る
た
め
現
状
は
な
か
な
か
進

ん
で
い
な
い
。
必
要
性
の
高
い
学
校
関
係

か
ら
優
先
し
て
行
う
。
今
後
財
政
対
策
が

立
て
ら
れ
れ
ば
、
全
施
設
実
施
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

文
部
科
学
省
の
協
力
者
会
議
は

学
校
施
設
の
耐
震
診
断
調
査
が
進
ま
な
い

現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
「
耐
震
優
先
度

調
査
」
を
導
入
し
、
全
校
を
短
期
間
で
診

断
し
、
危
険
度
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
本

診
断
、修
繕
を
行
う
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。

早
期
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
行
う
べ
き

だ
が
。
見
解
は
。

現
在
計
画
的
に
計
上
し
て
い

る
耐
震
診
断
対
象
校
の
実
施
が
具
体
化
し
、

最
初
の
委
託
設
計
が
完
了
し
た
時
点
で
採

用
す
る
か
検
討
し
、結
論
を
出
し
て
ゆ
く
。

耐
震
化
推
進
計
画
の
早
期
策
定

が
必
要
だ
。
見
解
は
。

す
で
に
庁
内
関
係
職
員
で
組
織

し
た
「
公
共
建
築
物
整
備
計
画
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
「
計
画
提
言
」
を
出
し

て
い
る
。
今
後
は
こ
の
計
画
を
参
考
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

少
子
化
対
策
の
推
進
、
子
育
て

支
援
と
し
て
、「
妊
婦
一
般
健
康
診
査
」

の
助
成
拡
大
が
必
要
だ
。

埼
玉
県
が
定
め
た
要
領
の
と
お

り
行
っ
て
い
る
の
で
現
状
ど
お
り
。

公
共
施
設
の
耐
震
診
断
調
査
を
急
げ

Question 8

対
馬
ヨ
シ
江
議
員

質
問

質
問

市
長

教
育
長

質
問

市
長

市
長

質
問

市
長

入間市駅エレベーター前の路盤（改修後）
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市
が
寄
贈
を
受
け
た
「
旧
石
川

組
製
糸
西
洋
館
」
に
つ
い
て
、
①
今
後
の

計
画
の
概
要
は
。②
大
正
時
代
の
完
成
で
、

建
築
主
の
石
川
幾
太
郎
が
黒
須
在
住
、
設

計
者
の
室
岡
惣
七
が
掘
兼
出
身
、
施
工
者

の
関
根
平
蔵
が
川
越
の
大
工
で
あ
り
、
入

間
郡
の
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
的
文
化
財

と
し
て
、
広
域
的
な
活
用
が
有
効
で
は
。

③
一
般
の
内
覧
以
外
の
、広
範
な
活
用
は
。

①
平
成
16
年
度
に
補

修
復
元
工
事
を
設
計
、
17
年
度
に
工
事
を

行
い
、
18
年
度
に
公
開
を
し
た
い
。
②
狭

山
市
と
は
地
域
の
協
調
を
進
め
、
川
越
市

教
育
委
員
会
に
も
働
き
か
け
た
い
。
③
市

民
の
入
館
を
配
慮
し
つ
つ
、
引
き
続
き
、

映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
撮
影
等
を
進
め
、

西
洋
館
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
た
利
用
と
し
た
い
。

市
道
幹
24
号
線
（
通
称
森
坂
）

の
改
良
工
事
に
つ
い
て
、
①
ス
リ
ッ
プ
防

止
対
策
は
。
②
踏
切
の
拡
幅
は
。
③
踏
切

南
側
の
急
勾
配
の
解
消
は
。
④
途
中
西
に

分
岐
し
て
仏
子
上
広
瀬
へ
延
び
る
市
道
の

高
架
下
の
、
特
に
狭
い
区
間
の
拡
幅
は
。

①
路
面
は
荒
い
舗
装
で
仕
上

げ
る
。
②
引
き
続
き
、
鉄
道
事
業
者
と
協

議
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
③
暫
定
的
な

勾
配
と
し
て
、
工
事
を
し
て
い
る
。
路
面

の
鉄
枠
に
は
、
滑
り
止
め
を
施
す
。
④
県

の
所
管
で
あ
り
、
県
と
協
議
し
た
い
。

仏
子
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
団
地
の

北
東
の
市
道
に
つ
い
て
。
①
宅
地
造
成
に

よ
る
整
備
は
。
②
東
の
区
間
の
改
良
は
。

①
幅
員
4.5
ｍ
に
後
退
し
、
隅

切
り
を
設
置
し
て
い
る
。
②
自
動
車
は
侵

入
し
な
い
と
の
、
協
議
が
整
っ
て
い
る
。

歩
行
者
道
路
と
し
て
、整
備
を
考
え
た
い
。

西
洋
館
の
活
用
・
仏
子
の
市
道
の
整
備

Question 9

宮
岡
治
郎
議
員

質
問

質
問

建
設
部
長

生
涯
学
習
部
長

質
問

建
設
部
長

狭
山
台
の
工
業
専
用
地
域
の
産

廃
処
理
業
者
に
関
し
て
は
過
去
何
回
も
質

問
を
し
、
進
出
規
制
の
必
要
性
に
つ
い
て

訴
え
て
き
た
。
現
在
の
産
廃
処
理
業
者
の

進
出
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

操
業
し
て
い
る
業
者
６
社
（
内

焼
却
を
伴
う
も
の
１
社
）、
申
請
中
２
社

（
内
焼
却
を
伴
う
も
の
１
社
）、
申
請
を

予
定
し
て
い
る
業
者
３
社
。
規
制
条
例
の

検
討
は
関
係
４
課
に
よ
り
11
回
検
討
を
重

ね
た
が
、
許
可
権
限
は
県
に
あ
る
た
め
総

量
規
制
な
ど
の
条
例
を
作
っ
て
も
効
果
は

な
い
。
業
者
に
協
力
要
請
し
か
な
い
。
一

地
域
に
産
廃
処
理
業
者
が
集
中
す
る
こ
と

は
問
題
で
あ
る
た
め
県
と
協
議
す
る
。

学
校
評
議
員
制
度
は
平
成
14
年

度
に
全
小
・
中
学
校
に
配
置
さ
れ
た
。
設

置
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

評
議
員
は
全
校
で
106
名
、
１

校
約
４
名
。
年
３
回
話
合
い
を
持
っ
て
い

る
。
評
議
員
か
ら
の
提
言
を
学
校
経
営
に

ど
の
よ
う
に
役
立
て
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

さ
わ
や
か
相
談
員
は
平
成
11
年

度
に
全
中
学
校
に
配
置
さ
れ
、
相
談
は
中

学
生
だ
け
で
な
く
小
学
校
の
児
童
や
保
護

者
も
対
象
と
し
て
い
る
。
し
か
し
平
成
15

年
度
で
は
８
名
に
減
少
し
残
り
３
校
は
彩

の
国
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
置
き
換

え
ら
れ
て
い
る
。相
談
状
況
と
問
題
点
は
。

相
談
件
数
は
中
学
校
５
千
215

件
、
小
学
校
84
件
、
保
護
者
334
件
な
ど
。

相
談
内
容
は
不
登
校
関
係
１
千
831
件
、
友

達
関
係
857
件
な
ど
。
県
の
事
業
で
は
あ
る

が
毎
年
減
員
に
な
っ
て
い
る
。
市
費
や
県

の
緊
急
雇
用
の
予
算
で
補
っ
て
い
る
が
、

雇
用
期
間
が
短
く
継
続
性
に
問
題
が
あ
る
。

狭
山
台
に
産
廃
処
理
業
者
一
極
集
中
！

Question 10

田
中
智
義
議
員

質
問

質
問

質
問

教
育
長

市
長

教
育
長

牛沢の市道幹24号線（通称森坂）の西武線の踏切付近の勾配の状況
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世
界
一
治
安
の
良
い
国
で
あ
っ

た
日
本
。
犯
罪
発
生
率
、
犯
罪
検
挙
率
も

先
進
国
で
は
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
た
日
本

が
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
と
も
に
凋
落
し
始
め

て
、
十
数
年
が
経
過
し
た
。
過
去
、
日
本

の
犯
罪
率
の
低
い
理
由
と
し
て
、
家
族
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
強
い
連
帯
性
や
団
結

力
、
あ
る
い
は
高
い
道
徳
性
や
倫
理
観
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
最
近
で
は
、
そ
れ

ら
が
崩
れ
は
じ
め
て
い
る
。
入
間
市
に
お

い
て
も
、
こ
の
傾
向
は
波
及
し
て
い
る
。

安
心
し
て
市
民
の
方
々
が
暮
ら
し
安
全
な

街
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
警
察
の
力
だ

け
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
防
災
意
識
と
同

じ
よ
う
に
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
り
、

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
り
、
入
間
の
こ

と
は
入
間
で
守
る
と
い
う
考
え
が
必
要
と

考
え
る
。
市
民
の
安
全
対
策
と
し
て
市
と

し
て
の
具
体
的
な
方
策
は
。

平
成
16
年
度
か
ら
地
域
住
民
の

協
力
を
得
て
週
二
回
各
地
域
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
挨
拶
声
か
け
運

動
を
展
開
す
る
。

犬
・
猫
の
ペ
ッ
ト
は
少
子
高
齢

化
社
会
の
中
で
は
家
族
の
一
員
で
あ
る
。

ペ
ッ
ト
が
死
に
、
そ
の
死
骸
を
庭
に
埋
め

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
で
あ
れ
ば
い
い
が
、

で
き
な
け
れ
ば
市
焼
却
施
設
に
持
ち
込
む

か
、
業
者
に
任
せ
る
こ
と
に
な
る
。
現
行

法
で
は
ペ
ッ
ト
専
門
の
霊
園
を
造
っ
て
も

規
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
住
宅
地
に

ペ
ッ
ト
霊
園
が
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

商
業
と
し
て
行
う
場
合
は
、
条
例
で
規
制

す
べ
き
で
は
な
い
か
。狭

山
市
と
歩
調
を
と

り
な
が
ら
条
例
を
考
え
る
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を
！

Question 11

鹿
倉
貞
二
議
員

質
問

質
問

市
長

環
境
経
済
部
長

入
間
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
は

重
要
な
施
策
と
思
う
。
策
定
時
期
は
。

平
成
15
年
度
中
と
考
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
の
答
申

を
ど
の
よ
う
に
読
み
取
り
、
現
状
の
ス
ポ

ー
ツ
行
政
の
実
態
を
ど
の
様
に
思
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
動
態
、
ス

ポ
ー
ツ
の
関
心
度
、
施
設
の
需
要
と
供
給

の
３
点
に
わ
た
り
、
現
状
と
課
題
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。そ
の
視
点
を
基
礎
と
し
て
、

現
状
を
把
握
し
盛
り
込
ん
で
い
く
。
充
足

し
て
い
る
部
分
も
不
足
し
て
い
る
部
分
も

あ
る
。

策
定
作
業
の
進
捗
状
況
は
。

第
２
章
の
ス
ポ
ー
ツ
指
針
と

第
５
章
の
年
代
別
体
力
配
慮
方
針
は
こ
の

ま
ま
計
画
と
す
る
。
第
１
章
の
現
況
と
課

題
、
第
３
章
の
目
標
と
施
策
、
第
４
章
の

当
面
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
さ
ら
に

十
分
な
検
討
が
必
要
と
考
え
検
討
中
。

第
２
章
も
幼
児
、
児
童
、
青
少

年
に
対
す
る
対
応
策
に
不
足
が
な
い
か
。

意
見
を
関
係
機
関
で
協
議
し
、

再
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
に
諮
る
。

入
間
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
実

態
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

成
人
対
象
の
団
体
、

指
導
者
と
、青
少
年
を
対
象
と
す
る
団
体
、

指
導
者
と
で
は
、
本
質
的
に
異
な
る
環
境

が
あ
る
。
青
少
年
対
象
の
指
導
者
に
対
す

る
対
応
に
は
課
題
が
多
い
。
今
後
、
教
育

委
員
会
と
し
て
も
力
を
い
れ
る
必
要
を
感

じ
て
い
る
。
青
少
年
対
象
の
指
導
者
と
行

政
の
連
携
、
指
導
者
の
研
修
活
動
等
の
推

進
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
、
振
興
計
画
に

盛
り
込
み
、
各
団
体
、
指
導
者
と
協
議
し

可
能
な
限
り
の
支
援
を
し
て
行
く
。

入
間
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画

Question 12

上
原
正
明
議
員

質
問

質
問

教
育
長

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

生
涯
学
習
部
長



今
後
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
運
営
に
は
限
界

が
見
え
る
の
が
必
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、

地
域
組
織
の
充
実
化
と
家
庭
に
お
け
る
高

齢
者
の
役
割
を
位
置
づ
け
、
家
庭
・
地
域

に
福
祉
機
能
を
回
帰
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
望
ま
し
い
形
は
家
族
が
同

じ
場
所
に
住
み
続
け
、
近
隣
関
係
を
強
く

も
ち
続
け
る
こ
と
で
外
部
福
祉
機
能
を
縮

減
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
先
読

み
す
る
形
で
、
間
接
的
福
祉
策
と
で
も
い

う
地
域
共
同
体
の
再
生
を
第
一
の
課
題
と

し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

若
者
が
留
ま
り
続
け
る
都
市
に
す
る
こ

と
が
優
先
課
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
上
で
バ
ラ
ン
ス
が
キ

ー
プ
さ
れ
た
と
し
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
で
は
、
住
み
続
け
て
い
る
人
間
と

移
住
者
と
で
は
ま
っ
た
く
別
物
と
な
る
。

言
う
な
れ
ば
反
核
家
族
化
傾
向
を
作
る
必

要
が
あ
る
。

本紙２頁で報告のとおり、入間市市民活動センタ
ー条例と入間市男女共同参画推進センター条例が可
決されたことにより、旧保健センターが、本年４月
１日から新たな複合施設に生まれ変わります。
市民活動センターには、５つの活動室をはじめ、

ミーティングコーナー、印刷作業室、展示コーナー
が設置されます。これらの施設等は、あらかじめ登
録した団体などが、使用の許可を受けて、無料で利
用することができます。
男女共同参画推進センターには、会議室、こども

室、資料閲覧室、展示交流室と３つの相談室が設置
されます。会議室等は、市内又は所沢市、飯能市若
しくは狭山市において男女共同参画を推進する団体
などが使用の許可を受けて、無料で利用することが
できます。
両センターとも、開

所時間は午前9時から
午後9時30分、休所日
は12月29日から翌年の
１月３日までです。ど
うぞご活用ください。

◎田中　智義　○金子　健一　　
山下　修子　　神谷　　達　　金沢実千代　　
宮岡　幸江　　鹿倉　貞二　　近藤　常雄　　
友山　信夫　　齋藤　武久

◎は委員長　○は副委員長

議会だより編集委員会

○３月１日（月）開会
○３月４日（木）総括質疑
○３月５日（金）総括質疑
○３月８日（月）委員会
○３月９日（火）委員会
○３月10日（水）一般質問
○３月11日（木）一般質問
○３月12日（金）一般質問
○３月23日（火）閉会

※日程については、変更する場合もありますので、
議会事務局へお問い合わせ下さい。
�　2964-1111 内線5112・5113

３
月
定
例
会
日
程
案

福
祉
関
係
諸
施
策
に

関
す
る
考
え

杉
山
哲
哉
（
大
学
院
生
）

扇
台

旧保健センターが
生まれ変わる！

市
民
の
声�
市
民
の
声�

私
の
住
む
野
田
は
飯
能
に
隣
接
し
て
い

ま
す
。
子
育
て
の
頃
に
は
、
緑
の
木
々
と

田
圃
に
水
が
あ
り
、
成
育
す
る
稲
や
畑
の

作
物
を
見
な
が
ら
畦
道
を
子
供
と
散
歩
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。年
が
経
っ
て
、

そ
の
地
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
家
や
団
地

に
成
り
、
雨
水
が
地
に
引
か
ず
に
道
路
に

溢
れ
る
様
を
憂
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
に
「
元
気
な
入
間
ふ
れ
あ
い
茶
ん
歩

道
③
湧
水
を
め
ぐ
る
」
コ
ー
ス
に
近
く
の

「
谷
田
の
泉
」
が
指
定
さ
れ
、
案
内
の
ポ

ー
ル
が
建
ち
ま
し
た
。
こ
こ
へ
の
道
は
何

通
り
か
が
あ
り
ま
す
が
、
夏
の
盛
り
に
は

草
が
背
丈
を
越
え
、
下
草
も
道
を
覆
い
枯

草
と
な
っ
た
晩
秋
に
は
、
趣
き
は
あ
る
も

の
の
、
一
人
で
湧
水
を
訪
ね
る
気
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
指
定
さ
れ
た
以
上
は
そ
の
地

へ
行
く
道
の
整
備
と
、
防
犯
的
安
全
確
認

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

冠
雪
し
た
朝
焼
け
の
富
士
山
を
眺
め
、

太
古
か
ら
の
湧
水
で
手
を
浄
め
る
と
き
、

自
然
の
尊
さ
を
残
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

ふ
れ
あ
い
茶さ

ん
歩ぽ

道み

ち

の
整
備

築
地
芳
枝
（
塾
講
師
）

野
田

いるま
市�

4月オープンに向けて改築工事が進む


